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<論文内容の要旨>
本郷一夫
上埜高志
本論文は、「初めて子育てを行う女性は、自分をとりまく環境にどのように働きかけ、それ以前
の自分をどのように修正しながら、新しい役割としての母親になっていくのか」について、生涯
発達心理学、移行理論、生態学的環境システム理論に依拠し、ライフコース理論、ネットワーク
理論を参考に取り組んだ。 Levinson (1996) の transition の概念に基づき、親になる移行期とし
て 5 年前後の期間を想定し、(1)親になる移行期における母親の養育意識・行動の構造、関連要
因、および、この期間内における養育意識・行動の変容の様相、 (2) 親になる移行期の母親にみ
られる生態学的環境への働きかけとその変容、 (3) これらに連動して母親に生じる発達的変化と
して、対人関係性の量と質、その構造、関係構築力や、地域資源への接近の変化を検討し、 (4)
親になる移行期が、成人期全体、あるいは人生全体において如何なる時期なのかを考察すること
を目的とした。対象は第一子年齢で統制されたコミュニティサンプルとした。
研究 l では、 O 歳から 3 歳を第一子にもつ母親の養育意識・行動を「育児肯定感J r育児生活へ
のストレス J r否定的育児行動」の側面からとらえる尺度を構成し、「育児肯定感」は全般的に高
いものの、「育児生活へのストレス否定的育児行動」を併せもつこと、 2，3 歳へ向けて否定的側
面が増加しアンピパレント性が高まることが明らかにされた。母親は夫、母方祖父母、友人にサ
ポートを求めることにより、肯定感を高めストレス感を低下させていた。さらに、子ども年齢ご
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とに、子ども要因、サポート要因、地域要因と養育意識・行動の関連が示され、親になる移行期
が概観された。
研究 2 では、「育児肯定感J r育児生活へのストレス J r否定的育児行動J の 3 側面が、子ども年
齢に伴ってどのように変化するのかについて、同一対象者による 5 年間の縦断的調査を行い、研
究 1 の横断的調査結果を支持する結果が得られた。
研究 3 では、研究1， 2 により否定的側面が高まるとされた 2 歳時点を焦点化した。父親(夫)
の育児行動は自身のコンビテンスを高めるものの、母親の否定的な意識や行動の低減には有意な
関連を認めず、むしろ、職場から家庭に帰宅した時に父親が感じている疲労感が、母親の養育意
識・行動の否定的側面に影響を与えていた。
子どももまた、母親にとっての環境である。研究 4 では、縦断調査により、母親の認知する子
どもの「困った行動」が、 2.3 歳を過ぎると 4 歳では減少すること、 2 歳時点の子どもの「困った
行動」は「育児生活へのストレス」の高さと関連すること、 3，4歳時点、では「否定的育児行動」の
高さに関連することを示した。
研究 5 では、 2 歳時点と 4 歳時点における母親の他者への働きかけの変化を検討した。「夫サポー
ト J r母方祖父母サポート J r父方祖父母サポート」については有意な変化を認めないが、「友人サ
ポート」は 2 歳時よりも 4 歳時に増加しており、母親が新たに非親族である友人の力を借りるよ
うになっていくことが縦断的に検証された。
研究 6 では、母親の高校卒業時から第一子就学までに関して語ってもらう遡及的な面接調査を
行った。いずれの母親も、親になる移行期を挟んで「他者の手を借りること」が増加しているこ
とが確認された。また、親族に加えて非親族との関係も拡大する無職の母親に比べて、有職は親
族を集約的に拠点、としてこの時期を送ることが示された。
研究 7 では、研究 6 のデータをさらに詳細に分析した。親になる移行期における母親は、①養
育スキルや情報獲得のために他者に働きかけ、子育てを通じて重要な他者の存在や力に気づき、
他者に任せてもよいという信頼によって子どもとの適正な距離を形成すること、②一旦、他者に
丸ごと受け止められることによって子育てに没頭し、増大するストレスを他者と共有し相互援助
を行うことで低減させ、次には、自分がしてもらったことを別の他者に返すことにより自らが援
助者となること、すなわち、ケアの受け手がケアの送り手となっていく継承性の過程が見られる
こと、③「他者の手を借りる」ことにみられる変容過程は、母親が自分を取り巻く環境に働きか
け、環境との相互作用により、自らの社会的位置をより自律的に構築していく発達過程であるこ
とを明らかにした。
研究 8 では、子どもの年齢(育児歴)の増加に伴い地域資源の認知・活用が高まること、地域
育児資源の認知の低さが母親の「否定的育児行動」と関連することを示した。
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研究 9 では、地域保健センターが行う「子育て相談J (フォーマルサポート)の利用が、利用後
に、母親の身近なインフォーマルネットワークを活性化することを示した。
以上により、親になる移行期の母親は、多水準の生態学的環境に働きかけ、固有のサポート環
境を生み出し、その関係を支えとして移行の困難を越えていく発達的存在であることが示された。
最後に、親になる移行期の特徴を踏まえ、人生の異なる二つの発達相を架橋し、可能な限りの連
続性を与える移行期の役割が考察された。
<論文審査の結果の要旨>
いかにして親になるのか、親になることによっていかなる発達がなされるのか。親の発達は、
成人期発達の重要な側面をなすものであり、発達心理学、特に生涯発達心理学における課題の一
つで、ある。これまで「親になることによる人格発達J をとらえた柏木ら (1994) の研究をはじめと
して、親になることによる人格発達のさまざまな側面が取り上げられてきた。その一方で、育児
不安や育児ストレスといった発達臨床的課題も取り上げられてきた。しかしこれらは、「親になる
こと」を独立変数とし、人格発達的諸側面や不安、ストレスを従属変数とするもので、親になる
過程そのものをとらえたものではなかった。これに対して、本研究は、親になる過程をとらえよ
うとしたことに特徴がある。本研究は「初めて子育てを行う女性は、自分をとりまく環境にどの
ように働きかけ、それ以前の自分をどのように修正しながら、新しい役割としての母親になって
いくのか」によって、親になる過程をとらえようとした。具体的には、1)親になる移行期におけ
る母親の養育意識・行動の構造、関連要因、及びこの期間における母親の養育意識・行動変容の
様相、 2) 親になる移行期における母親の環境への働きかけはいかなるもので、どのように変容す
るか、 3) 親になる移行期に母親に生じる発達的変化として、対人関係性の質や構造、関係構築力
や資源へのかかわりがどのように変化するか、が検討された。
その結果、1)親になる移行期の母親は、それまでの生き方の断絶であり、孤立感や閉塞感を高
めるが、来るべき人生の次の時期に、母親役割以外に、復職・再就職、趣味、ボランティアなど
役割行動拡大の基盤となる時期として位置づけられること、 2) 親になる移行期は、実母から娘へ
の援助関係の世代継承とともに、先輩(母親)一後輩(母親)聞の継承がなされる時期として位
置づけられること、 3) 移行期において、母親は、自ら行為者として他者との関係を生み出し、そ
の関係を支えとして、移行の困難を乗り越えること、が見いだされた。
本研究は、生涯発達心理学、移行理論、生態学的環境システム理論を援用して、親になる移行
期へアプローチし、地域に生きる母親に密着して詳細な縦断調査を続け、育児期の母親の発達と
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親になる移行期の姿を描き出すことに成功した。これが本研究の大きな特色であり、それによっ
て親発達、成人期発達、生涯発達の研究に、内容的にも、方法的にも新たな面を加えたといえる。
ただ、親になる移行期の発達過程を総体としてとらえようとすることに注力して、そこに見られ
る発達の要因の整理や体系化には課題を残している。しかし、それは著者に見据えられているこ
とであり、今後の研究の展開の中に期待できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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